
　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
八
月
に
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
友
部

分ぶ
ん
け
ん遣

隊た
い

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
海
軍
の
初
等
教
育
班
と
し
て

戦
闘
機
搭
乗
員
を
養
成
す
る
基
地
で
し
た
。
開
隊
式
は
九
月

二
十
九
日
に
第
九
格
納
庫
を
式
場
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
初
代

分
遣
隊
司し
れ
い令
は
三
木
森
彦
中
佐
で
、
一
般
兵
よ
り
採
用
さ
れ
た

操
縦
訓
練
生
が
、
三
式
陸
上
初
歩
練
習
機
、
九
三
式
中
間
練
習

機
（
赤
と
ん
ぼ
）
で
操
縦
訓
練
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

予
科
練
習
生
や
少
年
航
空
兵
が
入
隊
し
、
基
礎
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
訓
練
期
間
は
六
か
月
間
で
、
卒
業
前
の
修
了
試
験
は

三
重
県
の
鈴す
ず
か鹿

海
軍
航
空
隊
ま
で
の
往
復
飛
行
で
し
た
。

　

昭
和
十
二
年
七
月
、
支
那
事
変
（
日
中
戦
争
）
が
勃
発
す
る

と
航
空
機
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
翌
年
十
二
月
、
霞
ヶ
浦
海
軍

航
空
隊
の
分
遣
隊
か
ら
独
立
し
て
筑
波
海
軍
航
空
隊
に
な
り
ま

し
た
。
谷
田
部
海
軍
航
空
隊
（
つ
く
ば
市
）
や
筑
波
海
軍
航
空

隊
の
分
遣
隊
と
し
て
百ひ
ゃ
く
り
が
は
ら

里
原
海
軍
航
空
隊
（
小
美
玉
市
）
も
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、

予
科
練
出
身
の
練
習
生
も
増
加
し
、
発
着
・
上
昇
・
急
降
下
・

旋
回
等
の
激
し
い
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
筑
波
海
軍
航
空
隊

で
の
操
縦
訓
令
を
修
了
し
た
搭
乗
員
た
ち
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の

激
戦
地
に
配
属
さ
れ
、
次
々
に
戦
死
し
て
い
き
ま
し
た
。
毎
年

の
修
了
生
の
九
割
以
上
が
戦
死
し
ま
し
た
。
優
秀
な
搭
乗
員
を

失
っ
た
軍
は
、
昭
和
十
八
年
ご
ろ
か
ら
大
学
を
卒
業
し
た
ば
か

り
の
飛
行
予
備
学
生
を
大
量
に
採
用
し
ま
し
た
。
昭
和
十
九
年

秋
に
は
、
神
風
特
別
攻
撃
作
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
特
攻
作

戦
の
採
用
に
つ
い
て
、
筑
波
海
軍
航
空
隊
の
海
軍
兵
学
校
卒
業

の
操
縦
教
官
四
名
が
、そ
の
諮
問
に
当
た
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
戦
の
特
攻
に
筑
波
海
軍
航
空
隊
か
ら
二
十
五
名
が
選

抜
さ
れ
、
十
二
月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
十
二
名
が
特
攻
散さ
ん
げ華

し
、
八
名
が
戦
死
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
年
二
月
に
筑
波
海
軍
航
空
隊
に
神
風
特
別
攻
撃
筑
波

隊
が
六
十
四
名
で
組
織
さ
れ
ま
し
た
（
後
に
八
十
四
名
と
な
る
）。

特
攻
隊
員
は
ほ
と
ん
ど
が
予
備
学
生
で
、
二
月
か
ら
三
月
に
か
け

て
夜
間
訓
練
や
急
降
下
操
縦
等
の
猛
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
筑
波
隊
十
七
名
は
、
四
月
六
日
に
鹿
児
島
県
鹿か
の
や屋
基
地
か

ら
沖
縄
に
向
け
て
飛
び
立
ち
、
全
員
が
散
華
し
ま
し
た
。
以
後
、

第
六
筑
波
隊
ま
で
五
十
五
名
が
五
月
十
四
日
ま
で
に
散
華
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
六
月
二
十
二
日
に
、
第
一
爆ば
く
せ
ん
た
い

戦
隊
と
し
て
、
筑
波
海

軍
航
空
隊
員
五
名
が
沖
縄
の
海
に
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。
第
六
筑

波
隊
の
富
安
俊
助
中
尉
は
、
ア
メ
リ
カ
航
空
母
艦
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ズ
に
特
攻
攻
撃
を
敢か
ん
こ
う行
し
、空
母
を
廃
艦
に
追
い
込
み
ま
し
た
。

ま
た
、第
五
筑
波
隊
の
石
丸
進
一
少
尉
は
職
業
野
球
名
古
屋
軍（
現

中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
）
の
エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
が
、

筑
波
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
て
特
攻
を
志
願
し
、
沖
縄
周
辺
機
動

部
隊
を
攻
撃
し
散
華
し
ま
し
た
。
戦
後
、
彼
を
悼い
た

む
友
人
た
ち
に

よ
っ
て
映
画
「
人
間
の
翼つ
ば
さ―

最
後
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
」
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。
東
京
ド
ー
ム
の
入
り
口
に
プ
ロ
野
球
選
手
の
戦
没

者
六
十
七
名
の
「
鎮ち
ん
こ
ん魂
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
、
石
丸
選
手
の
兄
が

「
追つ
い
お
く憶
」
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
十
一
年（
一
九
九
九
）六
月
に
、元
筑
波
海
軍
航
空
隊
員
が
、

戦
死
し
た
戦
友
の
慰
霊
碑
を
建
立
し
、「
慰
霊
の
集
い
」
を
挙
行

し
ま
し
た
。碑
に
は「
筑
波
海
軍
航
空
隊
こ
こ
に
あ
り
き
」と
刻
み
、

「
こ
こ
に
万
感
の
愛あ
い
せ
き惜

を
こ
め
て
そ
の
鎮ち
ん
こ
ん魂

を
祈
り
且か

つ
恒こ
う
き
ゅ
う久の

平
和
を
念
じ
て
こ
の
碑
を
建
て
る
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
慰
霊
の

集
い
は
、
毎
年
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
厳お
ご
そか
に
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
旭
町
の
筑
波
海
軍
航
空
隊
跡
は
、
現
在
茨
城
県
立
こ
こ
ろ

の
医
療
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
航
空
隊
当
時
の
面
影
を

よ
く
残
し
て
お
り
、
貴
重
な
戦
争
遺
跡
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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